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正助さんの寺子屋 吉武小学校

　吉武小学校の校区である吉武地区は、年々子供が減少し、「小学校の存続」を地域の重要な課題としている。そのた
め「地域の子供は地域で育てる」を理念に掲げ、学校と地域が連携・協働し、「むなかたで一番行きたい学校」を目指し、
合同運動会や文化祭、地域の伝統文化の保存継承等地域ぐるみで様々な取組みを実施している。平成 25年度に吉武小
の全児童を対象に放課後子供教室である「正助さんの寺子屋事業」が開始した。また、平成 26年度から吉武地区コミュ
ニティ運営協議会が放課後児童クラブ運営の指定管理を市より受けたことから、放課後児童クラブに参加している児童
と放課後子供教室に参加する児童が一体となって、放課後学習会やスポーツ教室等を寺子屋事業を実施している。

● 活動の特徴・工夫� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
　子供の居場所づくり事業として大学等と連携・協働した「放課後学習会」や地元のプロスポーツチームと連携・協働した「放課後ス
ポーツ教室」を開催している。また、その他にも地域の歴史・自然資源を生かした夏休みの体験学習会や宿泊体験（通学合宿）を開催
している。
　宗像市教育委員会では、地域が主体となって放課後学習の取組を
行っている吉武小学校及び吉武地区に着目し、学校教育における
外国語教育の推進を支える土台づくりを行い、グローバル化社会に
対応できる人材育成を目的として、吉武地区の拠点であるコミュニ
ティセンターにＡＬＴを配置している。ＡＬＴは吉武小学校と併せ
て地域での寺子屋事業等で外国語活動と国際交流を推進している。

【実施に当たっての工夫】
　吉武小学校が運動会や文化祭などを吉武地区と合同実施するにあ
たっては、吉武地区コミュニティ運営協議会の組織に関わることで
実施意義や目的について共有することができている。
　放課後学習会では地域在住の教員退職者、福岡教育大学の留学生
や地域の男子寮の学生を活用することで、児童が地域住民等の多様
な人と触れ合う機会を創出している。
　夏休みの体験学習や通学合宿の実施にあたっては、小学校、コミュ
ニティ運営協議会構成団体や地域ボランティアと連携・協働し、地
域内施設や資源を活用し、歴史文化の継承に努め、地域力の向上に
努めている。

● 事業を実施しての効果・成果� ●●●●●●●●●●●●

・宿題をする習慣を身に着けることで学力の向上につながっている。
・子供の集団における規範意識の向上につながっている。
・子供たちの異学年交流、家族以外の人たちとの交流によるコミュ
ニケーション能力が向上している。
・区域外通学の児童の増加に伴う吉武小学校の活性化が図られてい
る。
・子育て支援と高齢者世代間交流を通して、青少年健全育成のみな
らず高齢者の生きがいづくりにつながっている。

● その他� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　㈱サニックスと連携してスポーツ教室を実施

こんな
活動です

正助さんの寺子屋事業では放課後の学習会やスポーツ
体験教室等を行っています。
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学校支援
活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
0 人 1 人 30 人 51 日 25 年度 有 無 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
吉武地区コミュニティセンター・吉武小学校 有 一体型

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数




